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（簡 潔 に） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

母親の精神状態と児のう蝕の関連性について明らかにするため、1 

 歳6か月児健診を受診した幼児を対象とし、児の初期う蝕有病者数と 

 母親の精神状態、う蝕罹患に関与すると思われる項目を選定し分析を 

 行った。 

その結果、母親の精神状態不調群では、児の初期う蝕有病率が1.61 

倍高い傾向にあった。また、母親の精神状態に関わりがある項目は、 

「間食を摂る時間を決めていない」「歯磨きを子どものみで磨く又は 

磨かない」「哺乳瓶を使用する」であり、う蝕リスクの高い生活習慣 

や保健行動をとっていることが示唆された。 

以上より、母親の精神状態について既存の保健事業の中でフォロー 

する機会を増やし、情報通信技術等を活用しながら、多職種で連携し 

てすべての母子に寄り添った支援を実施していく必要性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 


